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製造業安全対策に関するトップ会談
【セッション１】
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JPA 環境変化（背景）…５年前と⽐較した⼈員構成の変化

0

100

200

300

400

500

600

700

18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62

人
数

年齢

H24 H29

（人）

（才）

年齢別人員数（労務委員会構成12社／高卒男子）



3

環境変化①…技術･技能継承問題、ベテラン不⾜、求⼈難等JPA

６５才までの定年延⻑につき、既に実施済みや検討中の会員会社
が複数存在。

６０才以上のベテランを貴重な⼈的資源ととらえ、⼼⾝の健康管理の
徹底や、６０才以降も「評価」の仕組みを継続するなど、労働意欲の
維持向上に努める取組みが始まっている。

団塊の世代の引退を受け、年代別⼈員構成の⼤きな変化が発⽣。
（グラフ参照）

技術や技能の継承につき、困難な状況に直⾯しつつある。
⼀⽅で、全国的な求⼈難が続く中、要員の確保も徐々に難しくなって
きている。

公的年⾦の受給開始年齢は、やがて６５才からとなることが確定して
いる。



環境変化②…アウトソーシング（外注⼯事等）の増加
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JPA

装置産業である紙パルプ業界では、設備の修繕・維持更新⼯事が
ごく頻繁に実施される。

これらの施⼯は外注することが多いが、外注業者によるアウトソーシン
グの増加に伴い、下請け・孫請けといった発注形態が増えている。

このような状況の中、外注業者等の臨時⼊構業者の⽴⼊禁⽌エリア等へ
の侵⼊による災害が、増加傾向にある。

受け⼊事業場としての物理的安全の確保
受⼊れ事業場と⼊構業者サイドによる双⽅での教育


